
基  本  方  針

平成26年度 施政方針・予算の概要

「新生・熱海」を次の段階へ

広報あたみ　2014年４月号　中とじ別冊

１．三大建設プロジェクトほかが完成し、

　　　　「新生（リニューアル）・熱海」が次の段階に入る年

２．「公共施設マネジメント」等の方針を踏まえ、

　　　　　　　　中長期的な視点を持って必要な構想を練る

３．消費税率改定、県の第４次地震被害想定などに対応

４．「営業する市役所」として、シティプロモーション、

　　　　　　　民間投資の促進、人口増加策を引き続き推進

本年６月オープン予定の「ジャカランダ遊歩道（お宮緑地）」

熱海市長　齊藤　栄



広報あたみ　2014年４月号　中とじ別冊

　

平
成
26
年
２
月
市
議
会
定
例
会
が
開

催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
私
の
市
政
運
営
に

つ
い
て
の
所
信
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
平
成
26
年
度
の
施
策
の
概

要
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
、
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
こ
の
４
年
間
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、「
財
政
再
建
」
を
最
優
先

課
題
と
し
た
一
期
目
に
対
し
ま
し
て
、
二

期
目
は
「
元
気
な
経
済
」
と
「
豊
か
な
暮

ら
し
」
へ
、
施
策
の
重
点
を
徐
々
に
移
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
経
済
」
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
経
済
状
況
を
計
る
指
標
の
一
つ
と
考
え

る
入
湯
税
は
、
平
成
25
年
の
１
月
か
ら

11
月
ま
で
の
課
税
月
別
課
税
人
員
で
み

ま
す
と
、
前
年
比
７
・
７
％
の
大
幅
な
増

加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。要
因
と
し
て
は
、

景
気
動
向
、
宿
泊
施
設
の
再
開
や
新
規
開

業
、
梅
園
の
梅
や
糸
川
の
あ
た
み
桜
な
ど

熱
海
の
宝
に
磨
き
を
か
け
て
き
た
こ
と
と

と
も
に
、
熱
海
を
取
り
扱
っ
た
テ
レ
ビ
番

組
が
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。市
職
員
が
番
組
の
誘
致
活
動
を
行
い
、

市
民
や
産
業
界
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
撮

影
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
熱
海
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
、こ
う
し
た
市
民

が
主
役
と
な
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

平
成
26
年
度
施
政
方
針

１
． 

は
じ
め
に

「新生・熱海」を次の段階へ

ン
は
本
市
の
強
み
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熱
海
商
工
会
議
所
の
熱
海
ブ
ラ

ン
ド
認
定
事
業
「
Ａ-

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
も
３

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
76
品
目
が

認
定
さ
れ
て
お
り
、
商
業
振
興
の
み
な

ら
ず
、
情
報
発
信
の
面
で
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
「
豊
か
な
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
と
し
て
、
子
供
医
療

費
の
無
料
化
の
対
象
を
小
学
二
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で
に
拡
大
し
、
ま
た
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
も
増
設
し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
施
策
と
し
て
期
待
の
大
き
か
っ
た

敬
老
大
会
も
５
年
ぶ
り
に
再
開
す
る
と
と

も
に
、
栄
養
改
善
の
出
前
講
座
や
運
動
器

の
機
能
向
上
の
た
め
の
体
操
教
室
な
ど
介

護
予
防
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
力
を
入
れ
始
め
た
の
が
、
健
康
づ
く

り
で
す
。
平
均
寿
命
や
働
き
盛
り
世
代
の

死
亡
率
が
県
下
最
下
位
で
あ
る
な
ど
、
本

市
の
健
康
づ
く
り
は
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。他
市
と
比
べ
て
も
低
い
検
診
の
受
診

率
を
上
げ
る
た
め
に
、
女
性
特
有
の
が
ん

の
検
診
の
検
診
車
の
導
入
な
ど
、一
つ
一

つ
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
行
財
政
改
革
」
に
つ
い
て
は
、「
ま

ず
、
市
役
所
自
ら
が
身
を
削
る
」
姿
勢
を

継
続
し
、
職
員
数
は
平
成
18
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
に
１
３
３
人
、
21
％

の
削
減
を
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
13

億
５
千
万
円
、
27
％
の
削
減
を
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が
参
加
し

た
熱
海
方
式
の
事
業
仕
分
け
で
は
、
湯
〜

諸支出金その他　2,330万円（0.1%）

公債費
19億5,435万円
（10.6%）

教育費
16億118万円
（8.7%）
消防費
10億1,228万円
（5.5%）

土木費
21億181万円
（11.5%）

観光商工費
4億3,370万円（2.4%）

農林水産業費
3億4,240万円（1.9%）

民生費
58億2,893万円
（31.7%）衛生費

16億7,611万円
（9.1%）

議会費・総務費
34億694万円
（18.5%）

その他　7億7,300万円（4.2%）市債
12億4,650万円
（6.8%）

県支出金
11億5,774万円
（6.3%）

国庫支出金
19億3,933万円
（10.6%）

地方交付税
10億5,000万円
（5.7%）

財産収入、諸収入ほか　
17億979万円
（9.3%） 繰越金

1億5,000万円（0.8％）
使用料・手数料
5億6,934万円（3.1%）

市税
97億8,530万円
（53.2%）

自主財源依存財源

歳入

歳出
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２
．平
成
26
年
度
の
重
点
施
策

⑴ 

三
大
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
の
完
成

一般会計予算 183億8,100万円
前年度比　12億3,100万円（6.3%）減

特別会計予算　113億7,940万円（前年度比1.8％増）

（注） 表中の△印はマイナスを表します。

国民健康保険事業特別会計
駐車場事業特別会計
公共用地先行取得事業特別会計
離島初島簡易水道事業特別会計
介護保険事業特別会計
初島漁業集落排水処理事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計

62億3,440万円
5,400万円
540万円
4,310万円

43億8,280万円
2,360万円

6億3,610万円

会計名 予算額 対前年度
伸率（％）
△ 0.3

0
△ 1.8
△ 11.0
4.6
4.9
4.2

公営企業会計予算　71億381万円（前年度比24.8％増）

水道事業会計
下水道事業会計
温泉事業会計

30億2,746万円
33億950万円
7億6,685万円

会計名 予算額 対前年度
伸率（％）
20.1
32.7
13.1

遊
〜
バ
ス
の
民
営
化
な
ど
の
道
筋
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

確
固
た
る
市
内
経
済
の
活
性
化
や
、

「
住
ま
う
ま
ち
」
と
し
て
充
実
し
た
市
民

生
活
の
実
現
に
向
け
て
は
、
ま
だ
道
半
ば

で
あ
り
ま
す
が
、
３
年
半
前
に
市
民
の
皆

様
に
お
示
し
し
た
「
新
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
終
了
後
に
掲
げ
た
「
新
生
（
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
）・
熱
海
」
の
３
年
目
で
あ
り
、
市
庁

舎
、
熱
海
駅
前
広
場
、
新
生
熱
海
中
学
校

ほ
か
の
大
規
模
な
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

完
成
し
、
供
用
が
開
始
さ
れ
る
年
に
な
り

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

案
は
、
１
８
３
億
８
１
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
予

算
化
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
前

年
度
に
対
し
て
予
算
総
額
で
は
、
12
億

３
１
０
０
万
円
の
減
少
、
市
債
発
行
額
も

18
億
２
２
０
０
万
円
の
減
少
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
将
来
の
市
民
生
活
の

た
め
の
予
算
を
盛
り
込
ん
だ
や
や
積
極
的

な
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
の
熱
海
大
火
に
よ
っ
て
旧

市
街
地
の
約
４
分
の
１
が
焼
失
し
、
多
数

の
重
軽
傷
者
を
出
し
、
市
民
の
財
産
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
昭
和
28
年
に
建
設
さ
れ
た
現
在
の

市
庁
舎
が
、
60
年
ぶ
り
に
建
て
替
わ
り

ま
す
。

　

現
在
建
設
中
の
新
庁
舎
は
、
い
よ
い
よ

完
成
の
時
を
迎
え
、
４
月
10
日
の
市
制

記
念
日
に
は
竣
工
式
を
執
り
行
い
、
消
防

庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
４
月
14
日
に
、

第
一
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
連
休
明
け
の

５
月
７
日
に
業
務
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
安
全
性
を
確
保
し
、
簡
素

な
が
ら
市
民
の
皆
様
に
利
用
し
や
す
く
、

親
し
ま
れ
る
庁
舎
を
目
指
し
て
建
設
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
新
た
な
第
一

庁
舎
で
は
、
戸
籍
、
保
険
、
税
務
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
１
階
フ
ロ
ア
に
配
置
す

る
と
と
も
に
、
従
来
の
住
民
票
等
の
申
請

窓
口
で
固
定
資
産
税
を
除
く
税
証
明
を
取

り
扱
う
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

各
種
申
請
手
続
き
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
に

「（
仮
称
）
お
客
様
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配

置
し
て
、
便
利
で
使
い
や
す
く
、
市
民
に

や
さ
し
い
市
役
所
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　

熱
海
駅
前
広
場
の
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
伊
豆
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

賑
わ
い
や
開
放
感
の
創
出
、
交
通
渋
滞
の

解
消
、
市
民
・
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上

を
目
的
と
し
て
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
現
時
点
で
、
市
民
や
観
光
客
の
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皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
改
め
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
、
タ
ク

シ
ー
乗
降
場
、
一
般
車
乗
降
場
及
び
一
般

車
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
け
る
旅
館
・
ホ
テ
ル

等
の
送
迎
バ
ス
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

運
用
開
始
後
に
利
用
者
や
議
会
よ
り
い
た

だ
い
た
ご
意
見
、
ご
指
摘
の
「
ス
ロ
ー
プ

の
手
す
り
」
や
「
タ
ク
シ
ー
降
車
場
の
駅

改
札
に
近
い
場
所
へ
の
変
更
」
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

改
善
を
一
つ
一
つ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
一
般
車
ロ
ー
タ
リ
ー

の
一
時
駐
車
場
の
本
格
運
用
を
開
始
い
た

し
ま
す
。
限
ら
れ
た
敷
地
で
、
送
迎
の
た

め
の
駐
車
と
ロ
ー
タ
リ
ー
の
渋
滞
防
止
の

両
立
を
図
る
た
め
、
30
分
ま
で
は
無
料
と

し
、
そ
の
後
は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
秋
ご
ろ
ま

で
に
、
歩
行
者
空
間
の
整
備
を
完
了
し
、

初
め
て
ご
利
用
す
る
方
に
も
分
か
り
や

す
い
サ
イ
ン
の
整
備
や
足
湯
、
ト
イ
レ
等

の
整
備
も
順
次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
駅

舎
側
の
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
駅
舎
・
駅
ビ
ル
の
工
事
の
進
捗
に
合

わ
せ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熱
海
中
学
校
、
小
嵐
中
学
校
が
統
合
し

て
誕
生
す
る
新
生
熱
海
中
学
校
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
運
営
を

目
指
し
て
い
く
と
と
も
に
、
路
側
帯
の
カ

ラ
ー
舗
装
化
や
桃
山
ガ
ー
ド
内
の
照
明
装

置
な
ど
通
学
路
の
安
全
対
策
の
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
統
合
に
よ
っ

て
生
じ
る
通
学
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

バ
ス
会
社
へ
運
行
バ
ス
の
増
便
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
通
学
費
補
助
金
を

見
直
し
、
小
中
学
生
と
も
に
三
ヶ
月
分
か

ら
半
年
分
の
補
助
に
拡
充
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　

中
央
保
育
園
は
平
成
26
年
度
か
ら
民

設
民
営
の
保
育
園
と
な
り
、
十
分
な
保

育
環
境
を
確
保
し
た
上
で
、
生
後
57
日
か

ら
の
ゼ
ロ
歳
児
保
育
、
待
機
と
な
り
や
す

い
３
歳
未
満
の
児
童
の
受
け
入
れ
数
の
拡

大
、
午
後
８
時
ま
で
の
延
長
保
育
、
休
日

保
育
、
病
後
時
保
育
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
も
新
た
な
中
央
保
育
園
内

に
専
用
室
を
設
け
て
、
地
域
の
子
育
て
支

援
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
園
に
お
い
て
も
、
発
達
等
の

障
が
い
を
持
つ
児
童
へ
の
対
応
や
、
年
度

途
中
の
入
園
に
対
応
し
て
待
機
児
童
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
保
育
士
の

配
置
を
拡
充
い
た
し
ま
す
。

　

熱
海
に
ゆ
か
り
の
あ
る
篤
志
家
よ
り
多

大
な
ご
支
援
を
受
け
て
、こ
れ
ま
で
に
熱

海
梅
園
や
糸
川
遊
歩
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
26
年

度
に
は
お
宮
緑
地
に
新
た
に
約
１
０
０
本

の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
が
集
積
し
た
遊
歩
道
が

完
成
し
、
６
月
に
は
完
成
式
典
や
ジ
ャ
カ

ラ
ン
ダ
の
先
進
都
市
と
の
交
流
事
業
等

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
既
に
あ
る
国
道
１

３
５
号
沿
い
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
と
合
わ
せ

Point 1　三大建設プロジェクトの 1 つである新庁舎の完成

現状
現庁舎は昭和 25年の熱海大火からの「復興」のシンボル。

60年が経過し、老朽化。

施策
システム建築の採用などにより建設費を大幅に削減。

16億 2,226 万円　面積 5,700 ㎡　地上４階建て

今後
耐震性を確保した安全・安心の拠点／窓口業務を１階に集約

熱海「新生」のシンボル

【昭和28年
　　現庁舎の完成】
出典 :熱海市史 下巻

【完成した新庁舎】
５月７日から業務開始

4
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て
、「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
遊
歩
道
」
と
位
置
づ

け
、
都
市
部
で
は
国
内
最
大
級
の
ジ
ャ
カ

ラ
ン
ダ
の
集
積
と
な
り
ま
す
の
で
、
初
夏

の
新
た
な
観
光
名
所
と
な
る
よ
う
、
市
民

の
皆
様
と
大
切
に
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

①　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

平
成
26
年
度
は
、
三
大
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ほ
か
が
完
成
し
、「
新
生
・
熱
海
」

が
次
の
段
階
を
迎
え
、
新
た
な
将
来
の

構
想
を
練
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　

市
外
へ
の
転
出
な
ど
に
よ
っ
て
現
役
世

代
が
減
少
し
、
長
期
的
に
は
人
口
や
市
税

収
入
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
達
の
世
代
で
も
無
理
な
く

行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
施
設

の
総
量
や
状
態
、
毎
年
の
運
営
や
維
持
に

か
か
る
費
用
、
活
用
の
状
況
な
ど
を
、
今

一
度
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
基
本
と
し
て
、
所
管
部
局
に
お
け
る
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
と
同
時
に
、
経

営
企
画
部
に
お
い
て
、
市
役
所
全
体
で
の

総
合
調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

②　

今
後
の
財
政
に
対
す
る
認
識

　

前
提
と
な
る
本
市
の
財
政
状
況
で
す
が
、

平
成
18
年
度
決
算
に
お
い
て
公
営
企
業

も
含
め
て
３
６
８
億
円
あ
っ
た
市
債
残
高

は
、
平
成
24
年
度
決
算
で
は
66
億
円
減
少

し
、
ま
た
基
金
へ
の
積
み
立
て
も
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
末
に
12
億

⑵ 

「
新
生
・
熱
海
」の
第
２
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

   

〈
構
想
を
練
る
〉

６
０
０
０
万
円
ま
で
減
っ
た
基
金
残
高

は
、
平
成
25
年
度
末
に
は
、
38
億
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。
今
後
、
過
去
の
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
借
入
金
の
償
還
が
順

次
終
了
し
て
い
く
た
め
、
新
規
の
市
債
発

行
額
を
年
間
平
均
で
12
億
円
か
ら
13
億

円
程
度
の
規
模
で
行
っ
て
い
け
ば
、
市
債

残
高
や
公
債
費
を
引
き
続
き
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

加
え
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
８
年
間
に

渡
っ
て
、
下
水
道
事
業
会
計
に
貸
し
付

け
て
い
た
総
額
22
億
５
０
０
０
万
円
が
、

順
次
一
般
会
計
に
返
済
さ
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
財
政
状
況
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
将
来
に
向
け
た
構
想
を
練
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

③　

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

　
　
　
　
　

 

既
存
施
設
の
再
配
置
等

　
旧
岡
本
ホ
テ
ル
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
役
所
敷
地
と
市
道
一
本
を
隔
て
た
場
所

に
位
置
し
て
お
り
、現
市
役
所
施
設
と
一

体
的
な
利
活
用
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、取

得
で
き
れ
ば
、市
や
市
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
大
変
貴
重
な
土
地
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
市
立
図
書
館
は
賃
借
料
を
払
っ

て
民
間
の
ビ
ル
を
借
り
て
運
営
を
し
て
お

り
、
か
ね
て
か
ら
新
し
い
図
書
館
の
構
想

を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、旧
観
光
会
館
に
代
わ
る
施
設
に
つ

い
て
の
市
民
の
期
待
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
旧
岡
本
ホ

テ
ル
跡
地
を
取
得
し
、「
市
民
の
集
う
場

所
」
と
し
て
の
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り

Point ２　旧岡本ホテル跡地を「市民の集う場所」に

現状
庁舎建設に伴い観光会館を解体。代替施設への市民の期待。

市立図書館も民間施設に賃借料を支払って運営。

施策
市庁舎に隣接する私有地（旧岡本ホテル跡地）を取得。

予算３億 9,000 万円（財政基金を充当）

今後
「市民の集う場」としての有効活用を検討。

当面は不足する来庁者駐車場として暫定的に活用。

市庁舎に隣接する私有地（旧岡本ホテル跡地） 施設建設の要望書

5
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た
く
、
市
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
の
ご
賛

同
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
26
年

度
は
、
有
効
な
施
設
の
建
設
を
前
提
に
、

将
来
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
し
て

い
く
と
同
時
に
、
当
面
は
新
庁
舎
建
設
の

た
め
に
不
足
し
て
い
る
駐
車
場
と
し
て
暫

定
利
用
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
く
ら
の
名
所
散
策
路
事
業
は
、Ｊ
Ｒ

伊
豆
多
賀
駅
か
ら
熱
海
市
に
唯
一
の
高
等

学
校
で
あ
る
静
岡
県
立
熱
海
高
等
学
校
へ

の
通
学
路
に
な
る
と
と
も
に
、
地
域
の
観

光
名
所
、
防
災
道
路
と
し
て
も
期
待
さ
れ

る
も
の
で
す
。
静
岡
県
と
の
最
終
的
な
調

整
が
整
い
次
第
、
早
期
着
工
、
完
成
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、こ

の
散
策
路
の
整
備
と
併
せ
て
、
熱
海
高
校

が
さ
ら
に
魅
力
的
な
学
校
と
な
る
よ
う
に

県
、
市
、
地
域
の
関
係
者
の
皆
様
と
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世
帯
あ

た
り
の
市
営
住
宅
数
が
、
県
内
他
市
と
比

べ
て
著
し
く
多
く
、
本
市
の
保
有
す
る
建

築
物
の
総
面
積
の
３
分
の
１
程
度
を
占
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
約
９
割
が
昭

和
56
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
熱
海
市
公
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
く
改
修
工
事
を
行
い
、

安
全
性
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
入
居

待
機
者
の
早
期
な
解
消
を
図
る
た
め
に
、

空
室
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
中
期
的
に
は
ス
ト
ッ
ク
計
画
に

基
づ
き
総
量
を
削
減
し
つ
つ
、
平
成
８
年

以
来
、
新
規
の
建
築
を
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
建
設
場
所
も
含
め
、
今
後
の
公
営

住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
④
　
施
設
の
修
繕
等

　

総
事
業
費
69
億
６
２
０
０
万
円
を
か
け

て
建
設
し
た
「
エ
コ
・
プ
ラ
ン
ト
姫
の
沢
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
供
用
開
始
以
来
15
年

が
経
過
し
、
施
設
内
の
各
設
備
の
老
朽
化

が
著
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
、
１
号
炉
、
２
号
炉
の
燃
焼
設
備
の
大

規
模
修
繕
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
２
号
炉
か

ら
発
生
す
る
焼
却
飛
灰
を
除
去
す
る
た
め

の
集
塵
器
の
大
規
模
修
繕
を
実
施
し
、
安

定
的
な
稼
働
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
延
命
化
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
な
稼
動
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
延
命
化
基
本
計
画
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

な
お
、
入
札
談
合
に
関
し
て
支
払
い
を

受
け
る
損
害
賠
償
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

エ
コ
・
プ
ラ
ン
ト
の
修
繕
へ
の
充
当
を
念

頭
に
環
境
衛
生
施
設
等
整
備
基
金
へ
積
み

立
て
い
た
し
ま
す
。

⑶ 

消
費
税
率
の
改
定
と

　
　
　
　
　
　
　 

市
内
経
済
の
活
性
化

　

消
費
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
施

設
な
ど
の
利
用
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

４
月
使
用
分
か
ら
、
水
道
・
温
泉
料
金
及

び
下
水
道
使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、７

月
徴
収
分
か
ら
消
費
税
増
税
分
３
％
の
改

定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

Point ３　市民負担軽減のため町内会防犯灯を５年で LED 化

現状
電気料金の値上がりで防犯灯についての町内会の実質負担

分は年 1,000 万円を超える。

施策
約 5,800 灯のすべてを LED 化。市が５年で約１億円程度

の補助。町内会の工事費負担はほぼゼロ。

今後
町内会の電気料金の実質負担分はほとんどなくなる見込み。

省エネで環境にもやさしい。

ＬＥＤ防犯灯 従来の防犯灯

防犯灯にかかる10年間の電気料金削減の効果

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H26 H27 H28 H29

万円

1,200

H30 H31 H32 H33 H34 H35

町内会負担分 市役所負担分

990

2,200

10 年間で約8,500万円の削減

［　　　　　　　］町内会は約7,500万円
市役所は約1,000万円
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に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
負
担
の
増
額
と
な

り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
に
お
い
て
は
低

所
得
者
や
子
育
て
世
代
に
対
す
る
配
慮
と

し
て
、一
人
に
つ
き
１
万
円
又
は
１
万
５

０
０
０
円
の
臨
時
給
付
金
の
給
付
を
決
定

し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
現
時
点
の

想
定
で
約
１
万
７
０
０
０
人
、
約
２
億
２

０
０
０
万
円
の
給
付
対
象
が
見
込
ま
れ
、

市
が
窓
口
と
な
っ
て
給
付
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
保
障
費
の
増
大
に

伴
っ
て
、
依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、
健
全
運

営
を
考
慮
し
つ
つ
、
消
費
税
率
の
改
定
と

重
な
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
税
率
か
ら
大

幅
に
圧
縮
し
て
平
均
４
％
の
税
率
改
正

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
同
時
に
、
低
所

得
者
負
担
に
は
十
分
に
配
慮
す
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の
対
象

範
囲
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
差
額
通
知

や
健
康
に
関
す
る
取
り
組
み
を
充
実
し
、

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
面
で
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら

の
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
い
、
通
年
で
の

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
関
連
さ
せ

て
、
短
期
の
誘
客
に
効
果
の
あ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

を
活
用
し
た
広
告
事
業
の
実
施
や
、
住
宅

店
舗
等
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
拡
充
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光

で
の
来
訪
者
の
動
向
、
産
業
の
動
向
、
市

内
経
済
の
景
況
の
迅
速
な
把
握
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
負
担
軽
減
の
観
点
で
は
、

町
内
会
防
犯
灯
、
商
店
街
街
路
灯
の

L
E
D
化
を
進
め
る
た
め
、
今
後
５
年
間

で
１
億
円
を
超
え
る
規
模
の
事
業
化
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
会
の
防
犯
灯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
電
気
料
金
及
び
新
設
に
際
し

て
の
設
置
費
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
電
気
料
金
の
相
次
ぐ
値
上

げ
な
ど
に
よ
り
、
各
町
内
会
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
た
な
補
助
制
度
を
設
け
、

従
来
の
防
犯
灯
と
同
等
の
照
度
を
保
ち
つ

つ
も
、
電
気
料
金
が
廉
価
で
寿
命
も
長
い

こ
と
か
ら
、
維
持
管
理
経
費
を
削
減
で
き

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
転
換
を
支
援
し
、

総
計
５
８
０
０
灯
と
見
込
ま
れ
る
全
て
の

町
内
会
防
犯
灯
の
向
こ
う
５
か
年
で
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
、
町
内
会
の
負
担
を
大
幅

に
削
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
商
店

街
街
路
灯
に
つ
い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
事

業
補
助
金
を
新
設
し
、
街
路
灯
の
維
持
管

理
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
商
店
街
が

本
来
の
活
性
化
の
た
め
の
事
業
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑷ 

防
災
・
危
機
管
理

　

防
災
・
危
機
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
、「
静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想

元気な経済

⑴観光・経済　*既存事業を見直しながら新規事業を実施
　　①外国人観光客受入環境整備業務委託（wi-fi等）　300万円
　　②各地区観光協会への宣伝行事費及び運営補助金　計5,366万円　*対前年2%減
　　③アート＆ミュージックフェスティバル　200万円　*秋に開催予定
　　④空き店舗活用に係る基礎調査　100万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑵地域活性化に向けた基盤の整備　
　　①伊豆山地区振興策工事　350万円　*市道神社参道線の階段の改良等
　　②農業振興地域基礎調査業務委託　330万円　*農業振興地域の見直し
　　③初島宮の前防波護岸・埋立工事　2億2,900万円　*埋立完了を予定
　　④県営網代漁港漁場整備（負担金）　600万円
　　⑤公園等サイン整備事業費　253万円　*お宮緑地等の看板整備
⑶その他　
　　①ロケ支援活動（ADさんいらっしゃい）　12万円　*携帯電話利用料
　　②熱海市チャレンジ応援センター　A-biz　計135万円
　　③橋梁　補修工事（5橋）2,000万円　耐震化計画等策定委託　　1,300万円

シティプロモーション、観光まちづくりの基盤整備を進めつつ、
　　　　　　　　　　　効果を高めるために事業、施設等を見直し

行政改革

⑴総合計画　
　・後期計画（H28～）の策定に向けた準備を開始
⑵事務事業見直し
　・民間による新たな湯～遊～バス　→　年間2,700万円程度の削減効果
⑶市税の収納率の向上　*差押強化、適切な債権管理など
　H18決算78.8%　→　H24決算85.2%　→　H25決算見込87.6%　→　H26予算88.3%
⑷職員・組織
　・給与費の適正化、職員採用・育成の充実
　・公益財団法人熱海市振興公社のあり方についての検討の継続

政策の成果や市民満足度等を重視した「質の行政改革」に重点
　　　　　　　　　　　　　　行政経営指針に基づく行政運営の改善
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定
」
や
「
首
都
直
下
地
震
の
被
害
想
定
」

が
相
次
い
で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
防
災
、
減

災
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
全
国
一
律
で
、

平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
、
個
人
住
民
税

の
均
等
割
が
臨
時
的
に
増
加
い
た
し
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
東
海
地
震
や
神

奈
川
県
西
部
の
地
震
に
加
え
、
今
回
新
た

に
加
え
ら
れ
た
西
相
模
灘
の
地
震
な
ど
の

切
迫
性
を
踏
ま
え
、
想
定
さ
れ
た
被
害
を

で
き
る
限
り
軽
減
す
る
た
め
、「
熱
海
市

地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
２
０
１
３
」
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
に
わ
た
る
地
震
・
津
波

の
減
災
対
策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
・

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。平
成
26
年
度
は
、

津
波
浸
水
域
内
の
同
報
無
線
の
整
備
の
前

倒
し
、
避
難
所
の
夜
間
照
明
資
機
材
の
整

備
、
備
蓄
食
料
の
充
実
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率
の
高
い
本
市

の
実
情
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
災
害
時
要
援
護
者
の
対
策
強
化
や
、
地

震
対
策
の
基
本
と
な
る
家
具
の
転
倒
防
止

対
策
事
業
の
対
象
者
を
拡
大
し
て
、
被
害

軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

耐
震
改
修
促
進
法
改
正
に
伴
い
平
成

27
年
末
ま
で
の
耐
震
診
断
が
義
務
と
な
っ

た
宿
泊
施
設
等
の
大
規
模
な
特
定
建
築

物
に
対
す
る
耐
震
診
断
、
耐
震
計
画
策
定

へ
の
支
援
を
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
義
務
対
象
と
な
ら

な
い
中
小
規
模
の
特
定
建
築
物
や
住
宅
の

耐
震
化
向
上
へ
の
支
援
も
実
施
し
、
安
全・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
な
お
、
今
後
も
、
緊
急
避
難
路
の

指
定
や
指
定
に
伴
い
対
象
と
な
る
建
築
物

の
支
援
に
つ
い
て
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

法
改
正
へ
の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　

伊
豆
山
出
張
所
に
つ
き
ま
し
て
は
解
体

を
行
い
、そ
の
跡
地
に
地
域
の
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
り
う
る
施
設
の
整
備

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
 
 
―

　
省
略　

―

　
以
上
ご
説
明
し
た
平
成
26
年
度
の
施

策
は
、
三
大
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ほ
か
が

完
成
し
、「
新
生
・
熱
海
」
を
次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
10
年
後
20
年
後
を
見
据
え

た
将
来
の
構
想
を
練
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
議
会
、
産
業
界
、

そ
し
て
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
員
各
位
、
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

熱
海
市
長

豊かな暮らし
⑴健康づくり
　　①一般不妊治療費助成　54万円　*合計特殊出生率1.17 人
　　②成人用肺炎球菌ワクチン（H26 年度中に定期予防接種化の見込）
　　③熱海市体育協会運営費補助　238万円*事務体制の強化
⑵高齢者福祉　*高齢者のみ世帯9,303 世帯（全世帯の43.6％）
　　①介護予防や孤立化防止　*市の保健師が高齢者宅を訪問
　　②在宅生活安心システム推進事業521万円　*55 人分を増加
⑶子育て支援・教育
　　①放課後児童健全育成事業　2,123万円　*待機児童の解消
　　②市営駐車場子育て支援フリーパス28万円　*公園を使いやすく
　　③臨時保育士雇用経費4,606万円　*配置を拡充（通年で待機予防等）
　　④ことばの教室　565万円　（網代小学校に新たに開設）
⑷文化
　　①起雲閣ローマ風浴室改修　605万円
　　②温泉誌編さん　563万円　*市制80 周年を目指し3 カ年で作成
⑸安全・安心の確保
　　①高機能指令システムネットワーク料　470万円　*迅速で的確な出動
　　②消防ポンプ車（8 分団）1,539万円　消防団編上靴143万円

市民の健康増進施策を充実。高齢者福祉、子育て支援の充実

地方公営企業会計制度の見直し公営企業
　①水道：老朽施設の改修（H26老朽管延長149.8km、約37.2%）
　　　　　　流量計設置にかかる実施計画の策定（有収率70.2％)
　　　　　　県に対する水需要の提示、受水費軽減（駿豆水道関係）
　②下水道：新たな下水道基本計画に基づく事業計画の見直し
　　　　　　　　実質資金不足額　6億9千万円
　③温泉：老朽施設の改修（H26老朽管延長12.6km、約21.1%）

熱
海
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
施
政
方
針
を
全
文
掲
載
し
て
い
ま
す
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